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要 旨   

 

アルコール使用障害は、身体的健康、精神的健康、社会的機能に影響を及ぼす再

発・寛解を繰り返す医学的・心理的障害であり、継続的なケアが推奨される。アル

コール使用は、検査室バイオマーカーの補助を伴う患者の自己申告によって評価さ

れる。一般臨床医は、簡潔な介入を提供し、治療の継続を促し、目標を強化し、併

存疾患に関連する回復を監視し、適切な場合には専門サービスと連携することがで

きる。 
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